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食料産業局食品製造課 
令和２年６月26日公表 

 

令和元年度 

食品製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況実態調査結果 
－ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を導入済み事業者は23％－ 

 

【１．調査の沿革等】 

「食品製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況実態調査」は、平成12年

度、18年度に実施され、22年度からは毎年度実施。従来、従業員が４人以下の小規模事業 

者を除いた母集団を対象に、国際機関であるコーデックス委員会のＨＡＣＣＰ原則に基づ

く衛生管理の導入状況を調査してきたが、食品衛生法の改正により、規模に関わらず全て

の食品等事業者がＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化の対象となることから、平成29年

度以降の調査では従業員４人以下の事業者を母集団に含めることとし、さらに30年度から

はコーデックス委員会のＨＡＣＣＰ原則に基づく衛生管理に加えて、より弾力的な「ＨＡ

ＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理」を含めて導入状況の実態を調査した。 

 

【２．調査の時期、対象等】 

（１）実施期間：令和２年１月14日～２月28日、状況の時点：令和元年10月１日現在 

（２）調査対象：日本標準産業分類に掲げる中分類「食料品製造業」及び「飲料・たばこ・

飼料製造業（製氷業、たばこ製造業及び飼料・有機質肥料製造業を除く。）」を営む事業

者 

（３）用語： 

・ ＨＡＣＣＰ（ハサップ：Hazard Analysis and Critical Control Point）とは原料受入れから最終製品ま

での工程ごとに、微生物による汚染、金属の混入等の危害要因を予測（危害要因分析：Hazard Analysis）

したうえで、危害の防止につながる特に重要な工程（重要管理点：Critical Control Point、例えば加熱・

殺菌、金属探知機による異物の検出等の工程）を継続的に監視・記録する工程管理のシステムをいう。平成

30年６月13日に食品衛生法等の一部を改正する法律が公布され、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化が令

和３年度に完全実施される。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理とは、「ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理」と「ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた 

衛生管理」の両方を指す衛生管理。 

① ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理とは、国際機関であるコーデックス委員会のＨＡＣＣＰ7原則に基づき、

食品等事業者自らが、使用する原材料や製造方法等に応じ、衛生管理の計画を作成し、管理を行うもの。 

② ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理とは、業界団体が作成し、厚生労働省が確認した手引書を参

考に、国際機関であるコーデックス委員会のＨＡＣＣＰ７原則の考え方を取り入れながらも、簡略化され

た手法により管理を行うもの。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を「導入済み」とは「すべての工場で導入している」及び「一部の工場又は

一部の工程（ライン）で導入している」。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を「導入途中」とは「まだ導入していないが、導入途中の工場がある」及び

「これから導入に着手する予定」。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を「導入を検討」とは「導入を検討している」及び「今後、導入を検討する
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予定」。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の「導入については未定である」は、平成28年度までの調査では「導入する

予定はない」との選択肢で調査。 

・ 「ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理をよく知らない」については、平成29年度までの調査では「ＨＡＣＣＰの

考え方をよく知らない」との選択肢で調査。 

 

【３．結果の概要】 

（１） 食品製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況 

① 令和元年度のＨＡＣＣＰを「導入済み」の事業者は22.5％、「導入途中」を加えると40.5％と

なった。 

② また、「導入を検討している」割合は21.0％、「導入未定」は18.9％であり、「ＨＡＣＣＰに沿

った衛生管理をよく知らない」事業者は19.7％であった。 

 

図１ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況（令和元年度） 

 

 

（２）食品製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況（販売金額規模別） 

   導入状況は、規模別で大きな開きがあり、売上規模が100億円以上の事業者では９割が「導入済

み」であるのに対し、売上規模が小さくなるほど割合は下がり、売上規模5,000万から１億円未満

及び5,000万円未満の事業者では１割程度となっている。小規模事業者へのＨＡＣＣＰに沿った衛

生管理の周知、導入が大きな課題である。 

 

図２ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況（販売金額規模別） 
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（３）ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況と輸出との関係 

「既に輸出をしている」事業者のＨＡＣＣＰ「導入済み」の割合は40.8％である一方、「輸出は

検討していない」事業者については、18.9％であった。（図３） 

 

図３ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入状況（輸出の状況別） 

 

 
 

（４）導入しているＨＡＣＣＰの類型 

「すべての工場で導入」、「一部の工場又は一部の工程（ライン）で導入」及び「導入途中の工

場がある」と回答した事業者のうち「ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理」を導入している割合は

60.6％で、「ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理」は39.4％であった。（図４） 

  

図４ 導入しているＨＡＣＣＰに沿った衛生管理 
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（５）ＨＡＣＣＰを含む第三者認証の導入状況 

「すべての工場で導入」、「一部の工場又は一部の工程（ライン）で導入」及び「導入途中の工

場がある」と回答した事業者のうちなんらかのＨＡＣＣＰの認証を受けている＊旨の回答をした者

は47.2％であった。（図５－１） 

 

図５－１ ＨＡＣＣＰの第三者認証取得状況 

 

 

 

図５－２ 導入している第三者認証（複数回答）＊ 

 

受けている認証の種類は「地方公共団体によるＨＡＣＣＰ認証」（15.5％）が最も多く、次いで

「ＦＳＳＣ２２００の認証」（7.9％）、「ＩＳＯ２２０００の認証」（7.6％）であった。(図５-２) 

＊は認証の導入途中を含む。 

 

（６）ＨＡＣＣＰを含む第三者認証取得予定 

取得予定の認証等は「地方公共団体によるＨＡＣＣＰ認証」（24.3％）が最も多く、次いで 

「業界団体によるＨＡＣＣＰ認証」（15.3％）、「ＪＦＳ－Ｂの認証」（9.4％）であった。（図６） 
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図６ 取得予定の第三者認証（複数回答） 

 

 
 

（７）ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入による効果  

「導入済み」、「導入途中」又は「導入を検討」と回答した事業者におけるＨＡＣＣＰ導入によ

る効果をみると、「品質・安全性の向上」が85.7％と最も多く、次いで「従業員の意識の向上」

（73.1％）、「企業の信用度やイメージの向上」（55.2％）であった。（図７） 

 

図７ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入効果 （複数回答） 

  

 

0.5

9.4

0.4

4.4

5.1

1.4

0.0

24.3

15.3

4.9

2.6

43.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

JFS-Aの認証

JFS-Bの認証

JFS-Cの認証

FSSC22000の認証

ISO22000の認証

対米国､対EU輸出水産食品の登録施設

対米国､対EU輸出食肉の認定施設

地方公共団体によるHACCP認証

業界団体によるHACCP認証

食品衛生法に基づく総合衛生管理製造過程承認制度

その他

未定・取得を考えていない

85.7

31.2

17.0

19.8

12.6

7.6

39.5

55.2

73.1

12.7

45.4

17.0

0.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

品質・安全性の向上

事故対策コストの削減

製品ロスの削減

取引の増加

製品の輸出が可能(有利)

製品価格の上昇

製品イメージの向上

企業の信用度やイメージの向上

従業員の意識の向上

監査や査察の負担軽減

クレームの減少

他社との差別化

その他

特に効果はない



6 

（８）ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入に当たっての問題点・導入が未定の理由 

① 「導入済み」、「導入途中」又は「導入を検討」と回答した事業者におけるＨＡＣＣＰの導入

に当たっての問題点をみると、「施設・設備の整備に係る資金」が43.0％と最も多く、次いで

「ＨＡＣＣＰ導入手続きの手間（金銭以外の手間）」（37.0％）、「従業員に研修を受けさせる時

間的余裕がない」（32.4％）であった。（図８） 

② また、「ＨＡＣＣＰの導入については未定である」と回答した事業者における導入が未定の理

由では、「施設・設備の整備に係る資金」（62.3％）が最も多く、次いで、「ＨＡＣＣＰ導入まで

に係る費用（コンサルタントや認証手数料など金銭的問題）」（47.0％）、「ＨＡＣＣＰ導入後に

係るモニタリングや記録管理コスト（金銭的問題）」（35.4％）であった。 

③ ＨＡＣＣＰには施設・設備の整備など金銭的負担が必要だという認識がなお根強いことがう

かがえる。 

 

図８ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入に当たっての問題点・導入が未定の理由 (複数回答) 

 

 

 

（９）ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入に当たって役立つ支援策 

「導入済み」、「導入途中」又は「導入を検討」と回答した事業者における、ＨＡＣＣＰの導入

に当たって役立つ支援策をみると、「手引書（導入マニュアル）の整備・活用が50.2％と最も多

く、次いで「公的機関（保健所等）による指導」（37.7％）、「ＨＡＣＣＰ責任者・指導者の養成研

修の開催」（35.4％）であった。（図９） 

 

20.9

32.4

19.2

37.0

29.8

26.0

13.2

22.2

31.1

43.0

3.7

17.7

14.5

25.1

33.4

28.1

32.5

35.4

20.4

23.7

47.0

62.3

18.8

5.7

0% 20% 40% 60% 80%

従業員に研修･指導を受けさせたいが適切な機会がない

従業員に研修を受けさせる時間的余裕がない

従業員に研修を受けさせる金銭的余裕がない

HACCP導入手続きの手間(金銭以外の手間)

HACCPの管理手順が複雑(金銭以外の手間)

HACCP導入後に係るﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞや記録管理ｺｽﾄ(金銭的問題)

HACCP導入の効果(取引先の信頼獲得など)が得られるか不透明

HACCPを指導できる人材がいない

HACCP導入までに係る費用(ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄや認証手数料など金銭的問題)

施設･設備の整備(初期投資)に係る資金

その他

特に問題点はない

導入にあたっての問題点

導入が未定の理由



7 

図９ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入に当たって役立つ支援策 (複数回答) 

 

 
 

（参考）ＨＡＣＣＰの導入状況の推移（従業員５人以上） 

  平成29年度までは、ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理、平成30年度以降は、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管

理の導入状況を調査していることから、単純比較はできないものの、ＨＡＣＣＰの導入が進みつつあ

ることがうかがえる。（図10） 

 

図10 ＨＡＣＣＰの導入状況の推移（従業員５人以上） 

 
 ※平成29年度までは、「HACCPに基づく衛生管理」の導入状況。 

  平成30年度以降は、「HACCPに沿った衛生管理」の導入状況。 

※従業員４人以下を含めた調査は平成29年度以降であることから、調査当初からの推移については従業員５人以上を対象

とした。 
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